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渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 

平成 21 年度 第 2 回 幹事会  会議録（要旨） 
 

1． 概要 

（1）開催日時 ： 平成 22 年 3 月 17 日（水） 13:00 ～14:00 
（2）場  所 ： 北斗市総合文化センター（かなでーる）大会議室 
（3）出 席 者 ： 別表 に記載 
（4）議  事 ： ■ 議事 

(1) 過去の津波災害（1960 年チリ沖地震津波による函館市内の被害） 
(2) 平成 22 年 2 月 27 日のチリ中部沿岸で発生した地震の概要 
(3) 北海道における想定地震と津波の浸水予測 
(4) 津波防災対策の検討状況 
(5) チリ中部沿岸の地震に伴う津波対応に関する討議 
  ①渡島・檜山管内の各機関における津波対応について 
  ②今回の津波対応における課題について 
  ③今後の津波対応のあり方について 

 

2． 配布資料 

・ 議事次第 
・ 出席者名簿 
・ 座席表 
・（資料－1） 第 13 回 渡島・檜山地方道路防災連絡協議会 

平成 21 年度 第 2 回 幹事会 資料 
・ 北斗市を対象とした津波対応図（案）（津波警報発表時） 
・ 協議会規約（案） 

 

3． 議事内容 

3.1  議事 1 過去の津波災害（1960 年チリ沖地震津波による函館市内の被害） 

・事務局より、過去の津波災害について、1960 年のチリ沖地震津波の函館市内の被害を事例

に説明を行った。 

3.2  議事 2 平成 22 年 2 月 27 日のチリ中部沿岸で発生した地震の概要 
・事務局より、平成 22 年 2 月 27 日のチリ中部沿岸で発生した地震について、気象庁発表の

地震情報や津波情報に基づき説明を行った。 

3.3  議事 3 北海道における想定地震と津波の浸水予測 
・事務局より、北海道におおける想定地震と津波の浸水予測について、北海道の津波シミュ

レーション結果及び津波浸水予測図に基づき説明を行った。 

3.4  議事 4 津波防災対策の検討状況 
・事務局より、協議会における津波防災対策の検討状況について説明を行った。 
 

→出席者から質問・意見は挙がらなかった。 
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3.5  議事 1 チリ中部沿岸の地震に伴う津波対応に関する討議 

・事務局が説明した議事 1～4 を踏まえて、渡島檜山管内の各機関における津波対応が同であ

ったか、また、今回の津波対応における課題と今後のあり方について意見交換を行った。 
 

→（各機関からの意見をまとめると下表の通りであった） 

 
機関名 意  見 備  考 

開建 ・ 警報発表時、パトロールは実施しなかった 

・ 1m の警報だったため、規制しなかった 

・ 現地は確認していた（維持） 

・ 函館市さん連絡とれず 

・ その中で対応できる事をやる 

※他開建→進入規制実施 

事前の準備不足 

土現 ・ 9:33 発表→1路線（1.6 ㎞） 

・ 波浪警報でも越波 

・ 迂回路有→支障なかった 

・ 住民の方のルート確認 

・ 防波堤→今金など5ヶ所閉（注意報と同時に）

・ 台風は分かる 

・ 今回のチリは対応可 

・ 時間の無い時は対応できない 

・ 現地対応もできない（逃げる、寄るな） 

・ 通行規制は現実的ではない 

各機関の連携強化 

事前準備必要 

各自治体の危険エリアの事

前把握（情報共有） 

北斗市 ・ 勧告発令 

・ 推進地域→国道より海岸で設定（事前にして

あった）（相当数あり） 

・ 開建と電話で連絡取り合った 

・ 避難時に国道渡るので、止めてもらえればよ

かった 

・ 要援護者等の対応が有る 

・ 交差点に人を付ける必要との内部意見（選挙

でできなかった、人員確保が問題） 

進入規制へ反映 

→希望 

警察 ・ 道路法に基づく規制→してほしかった（開建

と三回やり取り） 

・ 1m で浸水箇所はあるのか 

（→1m は大丈夫だが、遡上した場合は不明） 

・ 干潮時だからよかった 

・ 1960 チリ沖地震津波では市内が浸った 

・ 全線配置した（最大被害への対応） 

・ 駐在では無理、広報・誘導のみで精一杯（住

民・つり客等の対応） 

・ 開建土現さん→限られた人員の中での対応 

・ 今回は時間があったが出来なかった 

・ 通行止めの意思表示は重要では（住民からの

問い合わせ有・マスコミなど） 

・今後の対応の連携体制の

整理が必要（対策官） 

・混雑箇所での連携などが

出来ないか 

・北斗市想定の誘導では難

しい 

・体制の整理が重要→規制

ポイントの調整 

・事前の準備が今後必要 

・道路利用者への早急な伝

達が重要 

※津波シミュレーションについて 

・ 警報時にどれに該当するのか分からない。 

・ 3m に対しての対応が実際にどうなるか不明（北斗市） 以上 
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別表 


